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刊行にあたって

　炭素繊維は、約50年の開発歴史を経て、航空機産業、スポーツ・レジャー産業から建設産業・自動車を含む工

業・一般産業分野にわたるほとんどすべてにおいて使用されるまでになった。

　さらに、炭素繊維が種々のマトリックスと組み合わせた複合材料とされることによって、独自の特徴を生かした用

途を開拓し、既に始まった2000年代の基盤をつくる材料であり、かつ又鉄、アルミに続く第3の汎用材料として、将

来も高い成長が見込まれている。

　ただ炭素繊維は、素材であって最終製品ではない。素材を成品や部材、構造物に仕立てあげるためには、各種

の加工が必要となる。

製品の用途、加工の方法や工程などは、それぞれの製品形態によって大幅に異なり多様である。より有効な使い

方や新しい応用技術が開発できれば、実用化が期待できる新規の用途も、更に大きく広がる可能性がある。

　炭素繊維の製造や利用技術に関する書籍は、2007年にシーエムシー出版から刊行した「炭素繊維の最先端技

術」を含めいくつか存在するが、本書は新たに発展を続けるその後の動向を把握し、商品開発を目指す企業や一

般技術者のため、炭素繊維製造・応用技術の最前線情報を紹介するものである。

　炭素繊維は、ポリアクリロニトリル系炭素繊維を利用するものが主体となるが、ピッチ系その他、異なる原料を用

いた各種炭素繊維(糸)などについても述べる。また最新の技術資料によって性能、商品形態、特徴などを整理し、

あわせて競合ないし併用もされる補強用繊維との位置付けを明確にしていく。各種の中間基材についても、繊維、

糸と同様の考えでまとめるとともに、樹脂系複合材料に用いられる母材樹脂や副資材の主なものに関する資料も

提供する。

　特に、進展の目覚ましい、航空宇宙分野、自動車分野、エネルギー分野での新技術や新用途の紹介に重点を置

いている。

　先進複合材料については、すでに特色のある優れた入門書、実務解説書、専門書等が刊行されているが、本書

は炭素繊維・複合材料に関する業界の各部門の専門家に先端技術を取りまとめて頂き、編集し紹介することを主

眼としている。
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最近気になるトピックの解説や、話題の

本のご紹介などなど、シーエムシー出版

の旬な話題をご提供しています。（8月6

日更新）

電子書籍のご案内

過去の書籍をお求めやすい価格で電子

版として販売！　雑誌バックナンバーも

充実！

常備書店

常時棚揃えしている全国の書店様をご紹

介しています

海外注文 overseas order

海外からのご注文も承っています。

よくある質問

お問い合わせの多いご質問など，よくあ

るご質問を掲載しています。
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サーバ証明書を導入しております。ご注文
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てご利用頂けます。

炭素繊維の利用は新時代を迎え、飛躍的拡大が期待されるが、本書がその発展にいささかでも寄与できれば幸甚

である。
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2.2　プリプレグ用耐熱マトリックス樹脂
2.2.1 PETI-5
2.2.2 TriA-PI
2.2.3 TriA-SI
2.2.4 TriA-X
2.2.5 PETI-365E
2.3　レジントランスファー成形(RTM)用耐熱マトリックス樹脂
2.3.1　耐熱RTM用樹脂に求められる特性
2.3.2 PETI-330
2.3.3 Skybond 8000
2.4　おわりに

3　バイオマス由来材料　　(高木均)
3.1　はじめに
3.2　バイオマスプラスチックの分類
3.3　代表的なバイオマスプラスチックの物性
3.3.1　ポリ乳酸
3.3.2 PHA
3.3.3 バイオマス由来ポリエステル
3.3.4　バイオマス由来ポリアミド(PA11,PA610,PA1010)
3.4　マトリックス材料としてのバイオマス由来プラスチック
3.5　まとめ

4　複合糸の製造技術とテキスタイル・プリフォームから作製する熱可塑性樹脂複合材料の開発　　
(藤田浩行)
4.1　緒言
4.2　炭素繊維複合糸の製造技術の開発
4.3　炭素繊維複合糸およびテキスタイル・プリフォームの試作
4.4　成形材料の評価
4.4.1　織物プリフォームから成形した材料の曲げ特性
4.4.2　テキスタイル・プリフォームの賦形性
4.5　長繊維ペレットの開発
4.6　結言

5　炭素繊維強化炭素(C/C)複合材料　　(青木卓哉)



5.1　はじめに
5.2 C/C複合材料の特長と応用
5.3 C/C複合材料の製造法
5.4　耐酸化性の向上

第7章　成形加工の先端技術

1　成形加工技術の進化

1.1 オートクレーブ成形　　(小笠原和夫)

1.2　プリプレグ・コンプレッション・モールディング　　(秋山浩一)

1.3　プルトルージョン成形　　(中島浩二)

1.4　非加熱成形　　(榎本清志)
1.4.1　電子線硬化技術
1.4.2　紫外線硬化技術
1.4.3　可視光硬化技術

2　炭素繊維強化熱可塑性樹脂複合材料の成形加工先端技術　　(仲井朝美)
2.1　はじめに
2.2　プレス成形を用いた高速成形加工技術
2.3　引抜成形を用いた連続成形加工技術
2.3.1　システムの構成
2.3.2　含浸機構
2.3.3　引抜成形条件
2.4　連続繊維と長繊維樹脂射出成形のハイブリッド成形

第8章　炭素繊維複合材料の用途・分野別先端技術

1 CFRP用途分野の俯瞰　　(前田豊)

2　スポーツ・レジャー分野　　(前田豊)
2.1　スポーツ・レジャー用途におけるCFRP使用の概要
2.2　スポーツレジャー用途
2.2.1　釣竿
2.2.2　ゴルフシャフト
2.2.3　ゴルフヘッド
2.2.4　テニスラケット
2.2.5　その他のスポーツ用品

3　航空宇宙分野　　(石川隆司)
3.1　はじめに
3.2　航空機機体へのCFRPの応用
3.3　宇宙機へのCFRPの適用
3.4　おわりに

4　電子・電気・通信分野　　(尾﨑毅志)
4.1　衛星構体
4.2　光学センサ及び宇宙望遠鏡
4.3　通信アンテナ
4.4　地上用途の広がりについて

5　一般産業分野

5.1　輸送系―大型複合材料構造　　(木村學)
5.1.1　はじめに
5.1.2　アメリカズ・カップ艇
5.1.3 HOPE-X 全CF複合材実大構造試験モデル
5.1.4　万博交通システム車開発

5.2　自動車用CFRP高速成形技術　　(前田豊)
5.2.1　ハイサイクル一体RTM成形技術
5.2.2　高速プリプレグ圧縮成形技術
5.2.3　熱可塑性樹脂高速成形技術

5.3　レーシングカー　　(奥明栄)



5.3.1　概況
5.3.2　コンポジット材料適用の歴史
5.3.3　現在の適用状況
5.3.4　コンポジット化が進んだ要因
5.3.5　コンポジット化がもたらせた効果
5.3.6　適用の事例と基本構造
5.3.7　安全性向上への寄与
5.3.8　まとめ

5.4　土木建築分野　　(木村耕三)
5.4.1　はじめに
5.4.2　建設用材料
5.4.3　土木構造物での利用
5.4.4　建築物での利用

5.5　船舶　　(櫻井昭男)
5.5.1　船体構造材
(1)　適用例
(2)　構造基準
5.5.2　船舶艤装品
(1)　プロペラ
(2)　プロペラシャフト
(3)　船舶用CNGタンク
(4)　風力推進用硬翼帆

6　エネルギー分野

6.1　風力発電　　(汪文学)
6.1.1　はじめに
6.1.2　炭素繊維と風力発電
6.1.3　羽根の主要構造に炭素繊維を使用するときの技術課題
6.1.4　おわりに

6.2　燃料電池技術　　(衣本太郎)
6.2.1　はじめに
6.2.2 PEFCにおける炭素繊維の役割
6.2.3 MPS材料としての炭素繊維
6.2.4 MPLと炭素繊維MPSからなる二層式GDL
6.2.5　燃料電池における炭素繊維利用の課題

6.3　リチウムイオン二次電池負極材料　　(沖野不二雄、北野高広)
6.3.1　ピッチ系サブミクロン炭素繊維不織布の作製
6.3.2　リチウムイオン二次電池負極材料への応用
6.3.3　まとめ
6.3.4　今後の展開

6.4　電線(送電線芯材) (蛯子洋年)

7　炭素繊維を活用した環境水再生と魚介類の謂集技術　　(小島昭)
7.1　環境水再生技術
7.2　アオコを発生させない
7.3　鉄を水に溶かす?
7.4　ゴルフ場池への設置
7.5　河川水の直接浄化
7.6　炭素繊維強化プラスチックで海洋牧場をつくる
7.7　イモリはCFRPが好き?
7.8 CFRPで海洋牧場を
7.9　今後の展開

8　亜臨界・超臨界流体を用いるCFRPのリサイクル技術　　(岡島いづみ、佐古猛)
8.1　はじめに
8.2　亜臨界・超臨界流体とは
8.3　亜臨界・超臨界流体を用いるCFRPのリサイクル
8.3.1　亜臨界・超臨界水を用いるCFRPのリサイクル
8.3.2　亜臨界・超臨界アルコールを用いるCFRPのリサイクル
8.3.3　その他の亜臨界・超臨界流体を用いるCFRPのリサイクル
8.4　おわりに

第9章　ピッチ系炭素繊維の用途分野　　(大谷陽)



1　炭素繊維の開発の歴史
2　ピッチ系炭素繊維の生産能力
3　ピッチ系炭素繊維の製造方法と特徴
3.1　ピッチ系炭素繊維の製造方法
3.2　ピッチ系炭素繊維の特徴
4　ピッチ系炭素繊維の用途
4.1　異方性ピッチ系炭素繊維の用途
4.1.1　高剛性を利用した用途
4.1.2　高熱伝導率を利用した用途
4.1.3　低熱膨張を利用した用途
4.2　等方性ピッチ系炭素繊維の用途
4.2.1　摺動材料の用途
4.2.2　断熱材料用途
4.2.3　建材用途
4.2.4　その他
5　おわりに

第10章　炭素繊維・複合材料の今後の展望　　(前田豊)
1　炭素繊維・複合材料メーカーの現状と動向
1.1 PAN系炭素繊維メーカー
2　ピッチ系炭素繊維メーカー
2.1　ピッチ系炭素繊維メーカーと生産能力
3　炭素繊維・複合材料の今後の展望
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